





























い が い が
込んだとの意の「五香」を地元の「伊賀」に掛けた称。
ようかんづけ い が づけ
養肝漬は伊賀漬とも呼ばれる伊賀市の漬物で，伊賀上野
城主藤堂高虎がつくらせた貯蔵食品と伝えられる。伊賀
































い せ い せ ど う ふ
ることからも，五瀬とうふ（五瀬豆腐）は伊勢豆腐（い
い せ ど う ふ
せどうふ）のことと考えられる。なお，伊勢豆腐の称は







Food Materials and Foods with Numeral in the Name
（5）Food Materials and Foods with Numeral 5 in the Name（Part 1）









































































































































せんだん けいぜつこう チョウ ジ じんすいこう
名数。五種の香。栴檀・鶏舌香（丁子の一種）・沈水香
































































ゴ ヨウソウ ゴ ショウリュウ
五葉草＊・五 爪 龍＊など［図説草木名彙辞典］。和名は他





























































































































ウ コギ ほい ろ
五加＊の若葉を蒸して焙炉であぶって乾燥したもの。茶
の代用とする。五加木茶とも表記。ゴカちゃ（五加茶）＊
ヤマ ウ コギ オニ ウ コギ
とも呼ぶ。山五加＊（別称鬼五加＊）でもつくる［図説草





























































































































































イ カナ ゴ フル セ
家庭に伝わる玉筋魚（ 子）の料理。語源未詳。古背
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もみ じ ぶな げん
（元禄 10年－1697）巻之七に「鮒（中略）紅葉鮒俗名。源








マ ブナ ホンフナ ヒラブナ ヤマ ダ ブナ
また，真鮒・本鮒・平鮒・山田鮒（大津でいう）とも呼































































































































































































ゲ ゴロブナ ゲ ゴロブナ
「夏頃鮒説」である［たべもの語源考］。「夏頃鮒説」は夏
の洗いを美味としたところからであるが，『本朝食鑑』


























コウセイ ゴ イ サギ ゴ イ サギ
『和漢三才図会』は鵁 を五位鷺にあて，他の五位鷺類
セ グロ ゴ イ ホシ ゴ イ アン ミゾ ゴ イ オスメドリ
に背黒五位＊，星五位＊（旋目鳥・鷃），溝五位＊（護田鳥


















































































































モ ロ ナ リ サ ツキイチゴ ウシイチゴ
［日本国語大辞典］。胡頽子・五月苺（皐月苺）＊・牛 苺・






































マル バ グ ミ
はグミ科グミ属の植物の総称で，春に熟す丸葉胡頽子，
ツル グ ミ ナツ グ ミ トウ グ ミ ナワ
初夏に熟す蔓胡頽子，夏に熟す夏胡頽子，唐胡頽子，苗









































シナ ノ マメ しな の ささ げ
目啓蒙］・信濃豆（伊豆でいう）［本草綱目啓蒙］・信濃豇豆
トウササ ゲ トウササゲ ギン フ ロウ
・唐豇豆［本草綱目啓蒙］・唐豇・銀不老（伊予でいう）
ギンフ ロ ウ ギンササ ゲ
［本草綱目啓蒙］・銀豇豆・銀豇豆（越前で云う）［本草綱目啓
ナ マメ サイトウ ナタマメ カキマメ カワクイ
蒙］・菜豆・菜豆［世界有用植物事典］・刀豆・籬豆・皮食
マメ ナタササ ゲ ニ ド ナリ
豆・鉈豇豆（奥州でいう）［本草綱目啓蒙］・二度生（二度
サン ド ササ ゲ
成）＊（伊勢でいう）［本草綱目啓蒙］・三度豇豆＊（阿波でい
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コウシュウ フ ロウ エ ド ササ ゲ
他に，甲州不老（讃岐でいう）・江戸豇豆（播磨でいう）・
エ ド フ ロウ フ ロウ マゴマメ
江戸不老（伊予でいう）・不老（伊予でいう）・孫豆（伊予で
ニ ド フ ロウ チョウセンササ ゲ
いう）・二度不老＊（伊予でいう）・朝鮮豇豆（肥前・肥後で
ナタ サ サ ゲ カマササ ゲ ハッ
いう）・鉈豇豆（奥州でいう）・鎌豇豆（丹波で云う）・八
ショウマメ カヂハラササ ゲ ギンササ ゲ
升 豆＊（近江でいう）・梶原豇豆・銀豇豆（越前でいう）・
セン ダイ ササ ゲ
仙台豇豆（下総でいう）などの呼称が挙げられる。










































キントキ タイショウキントキ テ ボ ウ
の形，色，模様から，金時類（大 正 金時など），手亡
オオ テ ボウ ユキテボウ ギンテボウ シロキントキ
（手芒）類（大手亡，雪手亡，銀手亡など），白金時類













































ソラマメ ヤヨイマメ サンガツマメ シ ガツマメ ウ ヅキ
典］。空豆の別称には三月豆＊・三月豆＊・四月豆＊・四月
















ご か ウ コギ
五加（五加＊）の根皮を干して乾かしたもの［広辞苑］
なん ご か ひ
［飲食事典］。漢方で南五加皮という。茶にしたり［日葡辞
書］［日本国語大辞典］，薬用（滋養・強壮用）［図説草木名







ご か ひ しゅ
ャーピーチュウ［新版食物事典］。五加皮酒の名は『本草
綱目』（万暦 6年－1578完成）にも見られる［中国食物事





































































































































ご こく コメ ムギ マメ アワ キビ ヒエ コメ ムギ
に五穀＊（米・麦・豆・粟・黍または稗）のうち米，麦






























ご か やまと う ふ
のが五箇山豆腐の固さの秘密であろう［聞き書富山の食
事］。
五瓜龍・五瓜竜［ゴカ－リュウ（リョウ）］
ブドウ科の蔓性多年植物ヤブガラシ（ヤブカラシ）（藪
枯）の漢名の一つ［大和本草］［本草綱目啓蒙］［薬品手引草］
［日本国語大辞典］［図説草木名彙辞典］。ゴクヮリョウ［日本
国語大辞典］・ゴクリャウ［薬品手引草］とも訓ずる。『大
和本草』（宝永 7年－1709），『和漢三才図会』（正徳 2年－
1712），『本草綱目啓蒙』（享和 3年－1803～文化 3年－1806
刊）などは版本・写本によって，「五瓜龍」とあるが，
『重訂本草綱目啓蒙』（弘化 4年－1847刊）巻之十二蛇含の
項の五葉草の注に「漢名ノ五葉草ハ五爪竜ナリ」とあ
ゴ ショウリュウ
り，『中薬大辞典』（1985年）などにも「五爪 竜＊」とあ
るので，「五瓜龍（五瓜竜）」の「瓜」は「爪」の誤写か
ご そうりゅう
と思われる（注：東洋文庫版和漢三才図会でも〈五爪竜〉と
ヤブガラシ ゴ ヨウカズラ
なっている）。藪枯については五葉葛の項を参照。
2020年10月 7日受理⎛
｜
⎝2020年11月 5日採択
⎞
｜
⎠
数のつく食べ物
― ２９ ―
